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記念講演会

	 ①		9月20日（日）
	 ②10月11日（日）※いずれも13時30分～14時30分
	 　講師　当館学芸員
※	要特別展入場料　申込不要

日時

	 韓国歴史映画の人気作を上映します
	 9月22日（火・祝）23日（水・祝）
	 10月3日（土）4日（日）28日（水）29日（木）30日（金）
	 ※	詳細はHP等でご確認ください
	 ※	入場無料　申込不要

日時

	 9月19日（土）13時30分～15時
	 「朝鮮時代の国家と儀礼」
	 　講師　六

ろく

反
たん

田
だ

	豊氏
	 （東京大学大学院人文社会系研究科教授）
	 ワークショップルーム
	 100名（当日先着順）
※	聴講無料　申込不要

日時

会場
定員

展示解説

韓国映画上映会

日月五峰図屏風（上）
19-20 世紀初　韓国国立古宮博物館蔵
　朝鮮王朝の王の権威を象徴する屏風。王宮正殿の御座
（王座）はもちろん、室内・室外を問わず王が臨御する際
はその後ろにこの屏風を立てた。
　5つの峰の間に日（太陽）と月がのぼり、峰から落ちる
滝は奔流となって表現される。左右には岩に生えた松が枝
を延ばし、王のもつ徳を自然物にたとえ、王朝の永遠なる
繁栄を祈願する図像と考えられている。

英
ヨンジョ

祖玉宝（下）
朝鮮時代　1756 年　韓国国立古宮博物館蔵
　21代の王・英祖の儀礼用の印章。王の功徳をたたえる
号（尊号）が刻まれている。御宝と呼ばれる印章は、本人
の死後に神位（位

いはい

牌）とともに祀られるほど、その権威を
象徴する重要な品であった。

秋
季
特
別
展

― 

宴
と
儀
礼
の
世
界 

―

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
記
念

大
韓
民
国
国
立
全
州
博
物
館
姉
妹
館
交
流
25
周
年
記
念

朝
鮮
王
朝

9月13日日
　～11月8日日

会期中無休

会期
平成27年

開館時間	 9 時～ 17時
	 （展示室への入場は 16時 30分まで）
入場料	 一般 700（560）円
	 大学生 560（450）円
	 ※（　）は 20名以上の団体料金
	 常設展とのセット料金
	 一般 800 円　大学生 640円
主催	 石川県立歴史博物館
	 大韓民国国立全州博物館
特別協力	 大韓民国国立中央博物館
	 大韓民国国立古宮博物館
協力	 韓国観光公社・東京成徳大学
後援	 駐日韓国大使館	韓国文化院・駐新潟

大韓民国総領事館・在日本大韓民国
民団石川県地方本部・石川県日韓親
善協会・北國新聞社・　　　　　　・
北陸放送・石川テレビ放送・テレビ
金沢・北陸朝日放送・金沢ケーブル
テレビネット・エフエム石川・ラジ
オかなざわ・ラジオこまつ・ラジオ
ななお

韓国こども文化トーク
「コリアンキッズのある一日」

韓国文化を体感しよう
「衣装体験ーあなたも朝鮮王朝の貴族に！ー」

	 10月18日（日）13時30分～14時30分
	 　講師　姜

カン

	敏
ミ ン

貞
ジョン

氏（石川県国際交流員）
	 歴史体験ひろば
	 ※	参加無料　申込不要

日時

会場

	 会期中の土・日・祝日
	 10時～12時、13時～16時
	 ギャラリー
	 ※希望者多数の場合は整理券を配布します

日時

会場
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平
成
三
（
一
九
九
一
）
年
に
、
当
館
と
韓
国
国
立
全
州
博
物

館
が
姉
妹
館
協
約
を
締
結
し
て
か
ら
、
は
や
四
半
世
紀
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
五
年
に
一
度
、
相
互
に
交
流

展
を
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
今
回
は
当
館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
を
記
念
し
、「
朝
鮮
王
朝
」
に
焦
点
を
当
て
た
特
別

展
を
開
催
し
ま
す
。

　

五
〇
〇
年
以
上
も
続
い
た
朝
鮮
王
朝
は
、
儒じ

ゅ

教き
ょ
う

を
も
っ
て
国

を
治
め
る
基
本
理
念
と
し
、
王
室
で
は
儒
教
に
沿
っ
た
国
家
儀

礼
や
祭
祀
を
通
し
て
、
王
の
権
威
と
正
統
性
を
示
し
ま
し
た
。

婚
礼
や
官
位
授
与
な
ど
の
祝
賀
儀
礼
、
先
祖
を
ま
つ
る
宗チ

ョ
ン

廟ミ
ョ

祭

祀
な
ど
、
そ
の
種
類
は
多
岐
に
わ
た
り
、
ま
た
慶
事
に
は
盛
大

な
祝
宴
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
民
間
の
祭
祀
や
人
生

儀
礼
に
も
影
響
を
与
え
、
現
在
の
韓
国
文
化
と
も
深
く
関
わ
っ

て
い
ま
す
。

　

本
展
覧
会
は
、
全
州
博
物
館
の
他
、
韓
国
国
立
の
博
物
館
か

ら
朝
鮮
時
代
の
宴
と
儀
礼
に
関
す
る
約
一
〇
〇
点
の
文
化
財

が
出
品
さ
れ
ま
す
。
そ
の
大
部
分
が
日
本
初
公
開
、
全
国
で
こ

れ
ま
で
に
類
の
な
い
テ
ー
マ
に
よ
る
特
別
展
で
す
。

　

こ
の
貴
重
な
機
会
に
、
朝
鮮
王
朝
の
真
髄
に
ふ
れ
、
隣
国
へ

の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

み
ど
こ
ろ

①
荘
厳
な
儀
礼
の
世
界

　

朝
鮮
王
朝
の
国
家
儀
礼
は
、
慶
事
に
関
わ

る
「
嘉カ

レ礼
」
や
葬
祭
に
関
わ
る
「
凶ヒ

ュ
ン

礼ネ

」
な
ど

五
つ
に
分
類
さ
れ
、
い
ず
れ
も
儒
教
に
基
づ

い
た
儀
式
手
順
で
厳
粛
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
は
王
の
権
力
を
示
す
と
と
も
に
、
王
朝

の
存
続
を
祈
願
す
る
意
味
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
ず
は
、
世
継
ぎ
の
冊さ

く
ほ
う封
や
、
新
生
児
の
胞え

衣な

を
納
め
る
安
胎
儀
式
な
ど
、
荘
厳
な
王
室
儀

礼
の
世
界
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

②
麗
し
き
宴
の
世
界

　

朝
鮮
時
代
の
宮
廷
で
は
、
多
様
な
宴
が
催

さ
れ
ま
し
た
が
、
儀ウ

ィ
グ
ェ軌
と
い
う
記
録
や
絵
画
、

ま
た
美
し
く
装
飾
さ
れ
た
調
度
品
か
ら
、
そ
の
様
子
を
う
か
が

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
回
、
ド
ラ
マ
「
イ
・
サ
ン
」
で
知
ら

れ
る
二
十
二
代
王
・
正チ

ョ
ン

祖ジ
ョ

の
、
華フ

ァ
ソ
ン城
へ
の
行
幸
と
盛
大
な
行
事

を
描
い
た
一
連
の
資
料
が
公
開
さ
れ
ま
す
。
め
く
る
め
く
宮

廷
宴
会
の
様
子
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

③
貴
族
た
ち
の
華
麗
な
る
一
生

　

王
宮
か
ら
目
を
転
じ
て
見
る
と
、
両ヤ

ン
バ
ン班
と
呼
ば
れ
た
官
僚
た

ち
の
生
活
も
、
様
々
な
儀
礼
と
祝
祭
に
彩
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
朝
鮮
時
代
の
特
権
階
級
の
人
々
が
生
涯
で
経
験
す

る
儀
礼
や
、
官
職
に
関
わ
る
行
事
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
刺し

繍し
ゅ
う

で
飾
ら
れ
た
婚
礼
衣
装
や
装
飾
品
の
他
、
朝
鮮
時
代
後
期
を

代
表
す
る
絵
師
・
金キ

ム

弘ホ
ン

道ド

が
両
班
の
記
念
日
を
描
い
た
「
平ピ

ョ
ン

生セ
ン

図ド

」
に
も
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

④
朝
鮮
王
朝
を
体
感

　

展
示
の
他
に
も
、
朝
鮮
王
朝
の
宮
廷
風
衣
装
を
着
て
記
念
写

真
を
撮
る
こ
と
が
で
き
る
「
衣
装
体
験
―
あ
な
た
も
朝
鮮
王
朝

の
貴
族
に
！
―
」（
土
・
日
・
祝
開
催
）
や
、
韓
国
伝
統
の
韓
紙

を
使
っ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
手
作
り
し
よ
う　

韓
紙
で
飾
る

小
箱
」（
事
前
申
込
制
）
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
歴
史
体
験
ひ
ろ
ば
」
も
こ
の
期
間
は
韓
国
バ
ー
ジ
ョ

ン
に
。
韓
国
伝
統
楽
器
に
ふ

れ
た
り
、
伝
統
の
遊
び
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
日
本

と
似
て
い
る
け
れ
ど
や
っ
ぱ

り
違
う
、
韓
国
文
化
に
親
し
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

☆
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　
＊
参
加
無
料
・
申
込
要

　
「
手
作
り
し
よ
う　
韓ハ
ン

紙ジ

で
飾
る
小
箱
」

　
10
月
25
日
日	

13
時
30
分
～
15
時

　
定　
　
員	

20
名

　
申
込
方
法	

電
話
受
付
の
み
（
先
着
順
）

　
1
０
７
６ ｰ 

２
６
２ ｰ 

３
４
１
７
（
普
及
課
）

　
受
付
開
始	

9
月
25
日
（
金
）
９
時
～

― 

宴
と
儀
礼
の
世
界 

―

朝
鮮
王
朝

秋
季
特
別
展

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
記
念

大
韓
民
国
国
立
全
州
博
物
館
姉
妹
館
交
流
25
周
年
記
念

王世子冊封教命	 朝鮮時代(1875年)　韓国国立中央博物館蔵

平生図
朝鮮時代後期　韓国国立中央博物館蔵

貴族女性の婚礼衣装
朝鮮時代後期　韓国国立中央博物館蔵

朱漆虎足盤
朝鮮時代後期　韓国国立中央博物館蔵

園幸整理儀軌図
朝鮮時代(19世紀)　韓国国立中央博物館蔵
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ワークショップ

Information

日
本
最
古
の
お
金
「
富ふ

本ほ
ん
銭せ
ん
」
を
つ
く
ろ
う
！

兼
六
園
周
辺
文
化
の
森	

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ウ
ィ
ー
ク　
10
月
18
日（
日
）
～
11
月
3
日（
火・
祝
）

10
月
18
日（
日
）

「
い
し
か
わ
文
化
の
日
」
常
設
展
無
料
観
覧
日

11
月
2
日（
月
）

常
設
展
無
料
観
覧
日

＊
詳
し
く
は
「
兼
六
園
周
辺
文
化
の
森
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

お
知
ら
せ

行
事
予
定

　

八
月
六
日
（
水
）
に
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
＂
日
本

最
古
の
お
金
「
富ふ

本ほ
ん

銭せ
ん

」
を
つ
く
ろ
う
！
＂
を
開
催

し
ま
し
た
。
実
際
に
鋳
型
に
合
金
を
流
し
入
れ
、
出

来
た
富
本
銭
を
磨
く
こ
と
で
古
代
の
お
金
に
興
味

を
持
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
い
う
企
画
で
す
。

　

当
日
は
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
な
く
、
保

護
者
の
方
も
一
緒
に
な
っ
て
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
は
合
金
が
溶
け
る
と
こ

ろ
が
特
に
面
白
か
っ
た
よ
う
で
、
ど
の
子
も
食
い
入

る
よ
う
に
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。
保
護
者
の
方
に

は
合
金
を
鋳
型
に
流
し
込
む
作
業
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
熱
々
の
合
金
が
流
れ
て
い
く
様
を
皆

さ
ん
真
剣
に
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。
合
金
が
固
ま

る
の
を
待
っ
て
い
る
間
は
、
古
代
の
お
金
に
つ
い
て

簡
単
な
レ
ク
チ
ャ
ー
を
し
て
、
昔
の
お
金
は
ど
の
よ

う
に
使
わ
れ
て
い
た
の
か
、
今
の
お
金
と
何
が
違
う

の
か
を
考
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
後
は
富
本

銭
の
バ
リ
を
紙
や
す
り
で
削
る
作
業
で
す
。
夢
中

に
な
っ
て
削
り
す
ぎ
て
し
ま
う
子
も
い
た
よ
う
で

す
が
、
出
来
上
が
っ
た
富
本
銭
を
お
土
産
に
、
皆
さ

ん
笑
顔
で
帰
っ
て
行
か
れ
ま
し
た
。

10
月
17
日（
土
）
「
朝
鮮
王
朝
時
代
の
服
飾
文
化
」（
学
芸
主
任　
大
井	

理
恵
）

11
月
21
日（
土
）
「
木
簡
が
語
る
古
代
の
加
賀
・
能
登
」（
学
芸
主
任　
三
浦	

俊
明
）

12
月
19
日（
土
）
「
堅
田
館
の
復
元
に
つ
い
て
―
鎌
倉
時
代
の
加
賀
有
力
武
士
の
館
―
」

（
学
芸
主
任　
塩
崎	

久
代
）

1
月
16
日（
土
）
「
北
陸
線
と
新
幹
線
―
鉄
道
展
を
ふ
り
か
え
る
―
」（
学
芸
主
任　
石
田	

健
）

◇
時　
　
間	

13
時
30
分
～
15
時

◇
会　
　
場	

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ル
ー
ム

◇
受
講
料	

	

無
料

☆
れ
き
は
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

　
当
館
学
芸
員
が
石
川
の
歴
史
や
文
化
に
関
す
る
話
題
に
つ
い
て
、
毎
回
テ
ー
マ
を
変
え
て
お
話
し
し
ま
す
。

＊
申
込
不
要

9
月
25
日（
金
）
「
城
下
町
金
沢
の
暮
ら
し
と
町
並
み
」（
学
芸
主
任　
塩
崎	

久
代
）

10
月
23
日（
金
）
「
赤
レ
ン
ガ
建
物
敷
地
内
巡
り
」（
普
及
課
長　
前
田	

武
輝
）

11
月
27
日（
金
）
「
祭
り
と
神
饌
」（
学
芸
主
任　
大
井	

理
恵
）

12
月
25
日（
金
）
「
城
下
の
祭
礼
」（
学
芸
課
長　
大
門	

哲
）

1
月
22
日（
金
）
「
日
露
戦
争
と
石
川
県
」（
学
芸
主
任　
石
田	

健
）

◇
時　
　
間	

13
時
30
分
～
14
時

◇
会　
　
場	

展
示
室
な
ど

◇
受
講
料	

	

要
観
覧
料　
※
10
月
23
日
の
回
は
無
料

☆
学
芸
員
に
よ
る
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
解
説

　
当
館
学
芸
員
が
博
物
館
の
見
ど
こ
ろ
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

＊
申
込
不
要

9
月
24
日（
木
）、
11
月
26
日（
木
）

古
文
書
講
座
（
前
期
）

＊
前
期
分
の
申
込
受
付
は
終
了
し
ま
し
た
。

1
月
28
日（
木
）、
2
月
25
日（
木
）、

3
月
24
日（
木
）

古
文
書
講
座
（
後
期
）

＊
後
期
分
の
受
講
生
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
別
途
募
集
し
ま
す
。

◇
時　
　
間	

13
時
30
分
～
15
時

◇
会　
　
場	

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ル
ー
ム

☆
古
文
書
講
座

　
当
館
学
芸
員
が
古
文
書
の
読
み
方
や
内
容
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

（
前
期・
後
期
各
3
回
、
定
員
40
名
）

上手にできました！ 鋳型に金属を流し込んでいます 金属を溶かしています
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〒920-0963　石川県金沢市出羽町3-1
TEL：076-262-3236　FAX：076-262-1836
E-mail：rekihaku@pref.ishikawa.lg.jp
http://ishikawa-rekihaku.jp/

　

兼
六
園
周
辺
文
化
の
森
サ
マ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

ウ
ィ
ー
ク
（
七
月
三
十
一
日
～
八
月
九
日
）
の
イ
ベ

ン
ト
の
一
つ
と
し
て
、
八
月
七
日
（
金
）・
八
日
（
土
）

の
二
日
間
、
夜
間
延
長
開
館
（
十
七
時
～
二
十
一
時
、

常
設
展
の
み
）
と
と
も
に
「
夕
暮
れ
コ
ン
サ
ー
ト　

ｉ
ｎ	

本
多
の
森
」、「
ｏ
ｎ	
本
多
の
森　

Ｄ-

Ｋ
＝
デ

ジ
タ
ル
掛
け
軸
」
を
行
い
ま
し
た
。
日
没
後
、
高
さ

約
八
ｍ
、
幅
約
九
ｍ
の
赤
レ
ン
ガ
建
物
三
棟
の
壁
面

に
画
像
が
投
影
さ
れ
る
と
、
博
物
館
の
あ
る
本
多
の

森
公
園
が
幻
想
的
な
空
間
に
包
ま
れ
、
歓
声
が
あ
が

り
ま
し
た
。
一
〇
〇
万
種
類
の
映
像
が
三
〇
秒
ご
と

に
ゆ
っ
た
り
と
移
り
変
わ
り
、
二
度
と
同
じ
映
像
を

見
る
こ
と
が
で
き
な
い
「
一
期
一
会
」
の
光
の
演
出
。

　

二
日
間
で
約
二
二
〇
〇
人
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ

き
、
新
し
く
な
っ
た
博
物
館
の
展
示
も
た
く
さ
ん
の

方
に
見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
重
厚
な
雰
囲
気
の
赤

レ
ン
ガ
建
物
が
、
ま
さ
か
こ
ん
な
姿
に
な
る
と
は
…
！

な
ん
だ
か
と
て
も
新
鮮
で
し
た
。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
常
設
展
示
室
の
中
世
コ
ー

ナ
ー
に
、
加
賀
の
有
力
武
士
の
館や
か
たの
復
元
模
型
が
新

た
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
の
金
沢
市
森
本
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近
に
あ
っ
た
堅か
た

田だ

館や
か
た

跡
（
金
沢
市

堅
田
町
）の
発
掘
成
果
や
絵
巻
、文
献
な
ど
を
調
査
し
、

検
討
を
重
ね
て
製
作
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

今
回
の
展
覧
会
で
は
、
堅
田
館
跡
か
ら
出
土
し
た

陶
磁
器
や
武
具
、
呪ま
じ
ない
の
札
、
建
築
部
材
な
ど
、
約

八
〇
〇
年
前
の
武
士
の
暮
ら
し
に
関
す
る
資
料
を
展

示
し
ま
す
。
ま
た
、
復
元
の
根
拠
と
な
っ
た
資
料
や

模
型
の
製
作
過
程
な
ど
も
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
！

「
い
つ
も
と
ち
が
う

夜
の
博
物
館
」

●Topics

企
画
展

「
堅か

た

田だ

館や
か
た

─
鎌
倉
時
代
の
加
賀
有
力
武
士
の
館
─
」

２
０
１
５
年
12
月
12
日（
土
）～
２
０
１
６
年
1
月
17
日（
日
）

＊
12
月
28
日（
月
）～
1
月
3
日（
日
）は
休
館

展
覧
会
予
告

いつもの夜の博物館

デジタル掛け軸の様子（8月7日撮影）

堅田館模型　（縮尺：1/50）
　監修：小野正敏、冨島義幸、向井裕知
　建築復元図面製作：竹川浩平
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